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洛和会音羽記念病院に設置の消火器について 
 
１ 出火場所近くまで消火器を運ぶ。（３ｍ～６ｍ程度まで運ぶ） 
２ 安全ピンを上方に引き抜く。（この時、消火器を床に置くと操作しやすい） 
３ ホースを外して火元に向ける。（利き手でホースを持つ） 
４ レバーを握ると消火薬剤（粉末）が放射される。 
 

  上に引抜く 
 

 
 
 
 
【消火時の注意】 
・ 火元の手前からほうきでゴミを掃くように放射する。 
・ なるべく風上から放射する。 
・ 火に近づきすぎない⇒火がおさまるにつれて接近する。 
・ 薬剤は勢いよく放射されるので飛び散った油などで火傷しないよう注意。 
・ 消火器は垂直に操作する。斜めに持つと放射状態が悪くなる。 
  （絶対に逆さまにはしない） 
 
【その他の注意】 
・ 消えなかった場合の避難口を確認しておく。 
・ 消火薬剤は粉末のため、換気の悪い場所では視界が悪くなる。 
・     〃     、屋外では拡散して消火効果が下がる。 
・ 無理な消火はしない！ 天井に火がまわる場合は避難（退却）する。 
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【有効期限】 
業務用消火器の場合

１０年で、新しい消

火器に交換する。 

【消火薬剤】 
リン酸アンモニウムが主

成分で，肥料として広く

使用されており、人体に

対して殆ど毒性を示さな

いが、人に向けて放射し

ないこと。 

【放射時間】 
 １５秒間 
【放射距離】 
 ３～６ｍ 

【本体重量】 
 約５ｋｇ 


